
Leading Seminar

北海道大学　博士課程教育リーディングプログラム
One Healthに貢献する
獣医学グローバルリーダー育成プログラム

　第1回 　Leading Seminar　　（座長： 中村　小百合 （比較病理 D2））
演者：　Prof. Steven E. Weisbrode (Department of Veterinary Biosciences, The Ohio State University)
演題：　“Bone-Specific Reactions to Injury”
日時：　平成24年5月31日 (木) 14:30-16:00
場所：　会議室（新講義棟）*      *変更しました

　＜講演会後の予定＞
　懇談会：16:00-17:00 (新講義棟会議室) 
　BBQ：17:00- (獣医学部ローン)

　骨は生体内で歯の次に硬く，強固な組織であり，骨格を作って身体を支える支持組織であると同時
に，内臓の保護にも役立っている。また，生理的にはCaなどの無機物の貯蔵組織として生体の無機物
代謝に大きく関与している。骨は発生から成長が完了するまで，軟骨内骨化・膜性骨化による骨形成と
破骨細胞による骨吸収が行われ，原形を変えずに大きさが増大する ( modeling)。骨は成長後も古い
骨の吸収と新しい骨の形成を行うことで常に強度を保つと同時に，Caの沈着および放出により血中の
Ca濃度を一定に保っている。このように骨組織は発生過程のみならず成長後も絶えず吸収と形成を繰
り返しているため，さまざまな外因性および内因性の影響を受け，数多くの代謝性，中毒性，感染性疾
患を呈する。今回の講演は，5部構成となっており，骨の発生および成長後の骨吸収・形成の機序への
理解を促した上で，代表的な骨疾患についてその発生機序を述べる。

　Ⅰ. 骨端軟骨板の軟骨内骨化不全による骨端骨形成の異常 
(骨軟骨症，骨異栄養症，牛ウイルス性下痢ウイルス，鉛中毒など)

　Ⅱ. Modeling の異常 (馬の下肢発達異常)
　Ⅲ. 病的状態下での骨形成・吸収 ( remodeling) とその異常 (骨粗鬆症，Osteosclerosis)
　Ⅳ. 線維性骨の形成 (外傷，腫瘍，炎症など)
　Ⅴ. 外骨膜性異常造骨 (外傷，肺性肥大性骨症，鶏の骨化石症，線維性骨異栄養症など)
　
教授は1974年にオハイオ州立大学獣医学研究科にてPh.Dを取得された後，同研究科のVeterinary 
Pathobiology 部門 (現在は改名し，Veterinary Biosciences部門) の教員として35年間教育および研究
に従事され，2009年に名誉教授となられております。研究は今回の講演テーマでもあります運動器，主
に骨病理ですが，学生の教育にも非常に熱心であられ，Norden Distinguished Teacher Award を始
め，優れた教育者に送られる賞を数々受賞されています。また，オハイオ州立大学獣医学部は3つの研
究部門に加え，30年以上の歴史をもつ Center for Retrovirus Researchも有し，活発な研究活動が行わ
れています。講演後の懇談会では，オハイオ州立大学における獣医学教育・大学院カリキュラムについ
て簡単に解説して頂きますが，質疑応答のテーマは教育に限定しません。講演会より近い距離感で質
問できる良い機会だと思いますので，ぜひ参加してみてください。　
懇談会終了後は獣医学部ローンにてBBQ partyを開催します。どなたでも参加可能ですので，奮って
ご参加下さい。　


